




1.  はじめに

  一般に生後 6 力月前後には、 乳児に下顎の前歯が生えてくる。このとき、舌の下面に

著しい潰瘍や咬傷を生じたり、出血するにもかかわらず、痛みを感じない様子であること

から無痛無汗症を疑うきっかけとなることも多い。しかし今日では小児科での無痛無汗症

に対する認識が高まり、歯が生え始めるより早く診断されることが多くなってきている。

それでも生歯に伴う舌の咬傷やロからの出血を繰り返すことは本症の主な症状であること

に変わりはない。今年度は日頃無痛無汗症児の歯科冶療を担当する歯科医師がお互いの症

例を持ち寄り、問題点などを討議し、まとめたものである。


